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～誰ひとり、取り残さないために、つながります～ 

 

～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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２０２４年 

10月 4日 

 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

 9月29日から 10月4日の第２０クールは、豪

雨災害の支援が始まったクールでした。これまで

の震災支援に加えて、断水が続く地域へ水を運ん

だり、障害者支援の合間に泥のかき出しボランテ

ィアに参加しました。奥能登の豪雨災害の爪痕に

心を痛めながら少しでもできることをと支援に取

り組みました。 

  

 
協力団体との連携により、

とりくんでいます 

「しんどい」が言えない 

 地震による建物の倒壊、浸水した住宅を見たときは本当に心が傷

みました。輪島市の作業所に訪問したとき、9月の大雨でグループホ

ームが床上浸水の被害に遭われた方とお話をしました。床にあるす

べてのものがダメになった。2 週間経った今も清掃が終わっていな

いとのことでした。「がんばろう能登」って書いてたりするけど、これ

からどうがんばっていいかがわかりません。という言葉がとても印

象的でした。たくさんの方が被害に遭われている地域では、障害を

持った人が「しんどい」と打ち明けることも難しい環境だと感じまし

た。         （田川祐介 大阪府社会福祉法人いずみ野福祉会） 
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＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULRと QRコード 

人とのつながりが笑顔をつくる 

輪島市の社協を通じて参加した豪雨災害のボランティアでは、地域の高齢者の方の家を 1 階部分の泥

出し、及び震災当時から放置されている 2階部分での荷物の整理を行いました。2階には 3部屋あり、ど

の部屋も物が散乱し本人が生活できるスペースは座布団2枚分のみという状況でした。なんとか生活スペ

ースを確保しようと、少ない時間ではありますが場所確保のために活動を行いました。 

途中、震災や水害の話、その他本人の思い出など様々なことを話す中でお会いした際には憔悴しきって

いたお顔に少しずつ笑顔が表れているのが感じ取ることができました。 

（沖拓馬 兵庫県 社会福祉法人あぜくら福祉会） 

「やわやわとね」と温かく 

一互一笑の支援活動に参加しました。支援物資の受け渡しには利用者さんも一緒に行ったのち、職員さん

と倉庫の荷物整理を手伝いました。支援物資以外にも荷物が多くあり、到底半日では終わらないと思いまし

たがなんとか終わらせることができました。職員さんがよく「やわやわとね」と声かけてくださり温かい気持

ちになりつつも物資が届いてからも整理や振り分けが大変なんだなあと思いました。 

災害支援というと、泥かきや支援物資の調達といったイメージが多いですが小さな作業もとても大切だ

と感じました。（城間千奈 大阪府 穂翔会村田病院）   

やわやわと 

 テレビニュースで見た画面ごしの事実を実際目の辺りにしつつ、能登の皆さんの生きる今にかかわること

で、『やわやわと』の持つ力や意味に、底力を感じ、その底力に敬意を強く抱くようになりました。 

自然災害は自己責任で解消されるものではなく、災害くらいは国で助けて欲しいと痛切に感じた１週間で

もありました。 

 しかし、“やわやわと”声を掛け合う能登の人々の姿に、この瞬間が続きますように…とも思いました。出会

った皆さん心より、ありがとうございました。（ハートラインまつもと 諏訪智子） 

家が無くなっても人の思いと生活は無くならない 

 被災前から通い続けた能登島の温泉施設まで同行する支援に入らせていただきました。数十年

その方が暮らしてきた思いは家が倒壊しても残り続け、大変な状況でも力強く生活できるモチベ

ーションになっているのだと感じました。私の支援は小さな点かもしれませんが、生活の支援をチ

ームで続ける意義を学びました。 

（滋賀県草津市 NPO法人きらら 新延達也） 

 

mailto:jdfnotoshien@gmail.com
https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1

